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1. はじめに 

1-1. 背景・目的 

自然は人々に憩いの場を提供してくれる存在であり,

人々は自然とのかかわりの中で安らぎ感などの心理的な

効果を得ることができるとされている．これは親水空間

においても同様である．近年では，都市化により自然が

減少しているなかで緑や水辺への関心が高まっており，

都市における親水空間の重要性も認知されつつある．親

水空間には五感を用いた空間体験や非日常的なアクティ

ビティなどの魅力があり，本研究では親水空間として，

まとまり・広がりを持った水面を保有しその水面を囲む

ように視点を変えながら眺める体験ができる湖を対象と

して扱う．加えて，都市の中に存在する湖空間の魅力を

景観的に明らかにすることを目的とする． 

また，写真に収める風景は利用者の気に入った風景

や心に残る風景であると考え，本研究では撮影された写

真に写っているものを利用者の好む景観として捉え，撮

影された場所を利用者の視点場として取り扱う． 

1-2. 研究対象 

研究対象として江津湖を扱う．江津湖は熊本県熊本

市東区に位置する湖であり，上江津湖と下江津湖に分か

れたひょうたん型の湖である．人口約 70万人が暮らす

熊本市という都市の中の湖として親しまれており，地下

水や湧水等の水資源の豊かさを誇る熊本のシンボルとな

っている．周辺は公園として整備されており，人々の活

動の場となっている．熊本市景観計画では「水と緑と歴

史が育む賑わいと活力が湧くくまもとの景観づくり」と

いうテーマに基づき，水辺の整備や緑の保全を含めた景

観的な計画がされており，その重点地域に定められてい

る． 

1-3. 方法 

Instagramにおいて「#江津湖」検索を行い，風景を写

していないものや花火大会の画像を除いて水面の写って

いるものを抽出する．画像に写っているものから撮影を

行った場や撮影方向について推定し、江津湖周辺利用者

の視点場や視方向を推定する．景観構成要素を抽出し，

視対象および視点場の特徴や傾向について考察を行う．

可視領域の分析を行うことで，風景画像より抽出した視

対象や視点場について考察を加える． 

2. 分析 

2-1. 視点場の分類 

風景画像より推定した視点場・視方向についてグル

ーピングを行った（図-1，図-2）． 

  
図-1 上江津湖周辺の視点場グループ 

図-2 下江津湖周辺の視点場グループ 
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プロットした点は視点場であり，点の大きさは撮影

された枚数を，点より伸ばした直線の方向はおおよその

撮影方向を示している．「#江津湖」検索により抽出した

風景画像の総枚数は，同じ人が撮影したほぼ同じ構図の

画像は 1枚とみなし 407枚となった．視点場は 80のグ

ループに分けることができ，視点場を画像から読み取れ

ないもの 5枚を除いた 402枚について分類を行った．視

点場グループは撮影枚数が最多のもので 40枚を含む視

点場グループがあり，同じ視点場で撮影された画像であ

るが異なる撮影方向の画像は異なるグループとした． 

2-2. 景観構成要素の分析 

視点場グループに分類した画像について景観成要素

を取り出した．近景には視点場と陸続きに写っている要

素を，中景には水面を挟んだ陸地にある要素を，遠景に

は輪郭を確認できる代表的な山を抽出した．加えて時間

や季節に拘束される景観構成要素を一時性の項目で抽出

し，撮影された親水行動についても抽出した（図-3）．画

像より抽出した景観構成要素の含まれる枚数および総枚

数との割合について表にまとめた（表-1）．また，水面に

映る像についても取り出した（表-2）． 

3. 展望 

 3-1 視点場の分類について 

 Instagramでの「#江津湖」検索で得た画像について

景観構成要素の関係性や傾向を分析し，視対象及び視点

場について引き続き考察を行うものとする． 

 3-2 可視領域分析について 

 視点場の評価および視対象・視方向についての考察に

可視領域分析を用いる．視点場から見える範囲や景観構

成要素と利用者が好む視方向の関係性についての考察

や，風景画像に含まれる景観構成要素を見ることができ

る範囲と視点場の関係について考察できることを期待し

行うものとする． 
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図-3 景観構成要素の抽出例 

表-1 各景観構成要素を含む枚数と割合 

表-2 水面に映る像について 
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